
令和８年度用

高大連携マッチング
ご案内

三重大学 アドミッション部門

←このマークの箇所は、マッチング成立後の手続きのため、３月に説明します。3月に説明します
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三重大学の高大連携マッチング

アドミッション部門では、各高校からの授業支援の依頼に対して、年１回、マッチングを実施しています。

三重大学

各学部

各高校
ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ部門各学部の教員

部門員の教員

三重大学教員に高校生向

けの授業を依頼したい
ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ部門が年１回、

窓口となってマッチング

各学部の高大接続部門員

の教員が調整いたします

依頼依頼依頼

回答 回答 回答

授業内容や実施時期で、

マッチング不成立の

場合もあります

三重大学への高大連携マッチング申込手続

1月 2月 3月 4月～

高大連携マッチング依頼

の要否を各高校で検討

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ部門へメール

にて依頼申込書を提出

（継続か新規かを明記）

マッチング成立後は

各高校から本学教員へ

直接連絡して下さい

各高校

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ部門から各学部

へ調整依頼（ﾏｯﾁﾝｸﾞ）

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ部門よりメール

にて結果を各高校へ連絡三重大学

注意事項

・実施場所が大学外の場合は、

本学教員へ交通費を支給下さい。

・本学教員へ謝金を支給いただく

場合は、兼業許可手続きが必要。

・左記の申込手続期間以外の依頼

は、各学部の出前授業をご活用

下さい。
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授業依頼検討の参考に、

三重大学教員の研究内

容を知りたい

p.12

23月に説明します
R8.1.23(金)期限

11、12月

三重県教育委員会を通じ

県内の公私立高校へ案内

今回



三重大学高大連携事業について

三重大学では、学習意欲あふれる高校生が自発的に大学等で学習できる機会を積極的に提供するため

（１）高校生が大学における高度な教育･研究に触れる機会の充実

（２）大学が求める学生像や大学の教育内容等の情報提供

（３）高校と大学のそれぞれの教育に関する相互理解の促進

などの事項について三重県の高等学校と連携協力を進めています。

東紀州講座
（尾鷲高校、木本高校(R7熊
野青藍高校）での講義等）

学問探究セミナー
（大学で短期間の講義、
実験、実習等を受講）

高校からの
ニーズに対応

（高大連携マッチング）

高大連携授業
（大学の授業を実際に受講）

主な事業
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三重大学学長補佐（教育/環境担当）
アドミッション部門 高大接続グループ長 平山 大輔

三重大学における高大連携の担当について

三重大学における高大連携の事務担当窓口について

三重大学 学務部入試チーム 中津 公伸
TEL ０５９－２３１－９０６３
FAX ０５９－２３１－５３８２
E-mail nyusi@ab.mie-u.ac.jp

三重大学における高大連携のホームページ

http://www.ac.mie-u.ac.jp/activity/koudai/
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令和８年度 三重大学への高大連携マッチング申込手続について

１月まで

• 令和８年度 高大連携マッチングの構想・年間計画立案（高校側）

• ※大学HP「三重大学全学シーズ集」，「教員紹介」，「Research Map」を参照し立案（高校側）

• 前年度実施行事に続き同一教員に依頼する場合や，過去に連携した教員に依頼する場合は，可能な限り

内諾を得る（高校側→大学教員）

• 新規の依頼は内諾不要です

• 「高大連携マッチング（令和８年度実施）依頼申込書①・②」の作成・提出（高校側→大

学側）（提出期限：令和８年１月２３日（金））

２月

• 事業を担当する大学教員の候補者のマッチング（大学側）

※高校側で大学教員から内諾を得ているものを除く

３月中旬

• 高大連携マッチングの結果をメールにて各高校へ連絡

※講義・実習を担当する大学教員を内定（確定ではない）する

４月

• SSHなどの採否（又は継続）により予算確定（→担当の大学教員確定）

• 高校の独自予算による事業として確定（→担当の大学教員確定）
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三重大学に依頼可能な高大連携事業の内容
【SSH等 文部科学省の補助事業によるもの】

依頼先 → 三重大学アドミッション部門高大接続担当（窓口担当：入試チーム）
【高校側の独自予算によるもの】

依頼先 → 三重大学アドミッション部門高大接続担当（窓口担当：入試チーム）

※経費について、担当大学教員や入試チームと綿密な打合せを要する場合があります。
※実施場所が高校の場合は原則，交通費の支給をお願いいたします。

交通費を支給する旨を記載した出張依頼文書を担当教員へ提出していただきます。

※高校の独自予算確保が不明確であっても連携を構想している場合は、その旨「依頼申
込書②の特記事項欄」に記入してください。

※謝金を伴う場合，本学において兼業許可手続をする際に必要となる依頼文書を，当該学部に提出していただきます。
手続きは各学部により異なりますので各学部総務担当にご確認ください。

【出前授業】
依頼先 → 三重大学アドミッションセンターHPに掲載の各学部（窓口：各学部事務担当）

（URL）https://www.ac.mie-u.ac.jp/activity/koudai/demae.html
※経費については基本的に無償（交通費除く）です。

【上記以外のもの】
・三重大学入試チームにお問合せください。
・ただし、次年度の依頼内容は、依頼申込書提出期限の1月23日（金）をもって〆切とし
ますので、それ以降は原則対応いたしかねます。また、期限内に提出されたものについ
ても、内容によっては、対応ができない場合もあることを予めご了承ください。
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ー
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応

各
学
部
で
対
応

6

3月に説明します



謝金を伴う場合の手続き担当窓口

企画総務部人事労務チーム（職員・研修・安全管理担当）
TEL 059-231-9016 FAX 059-231-9790
E-mail：kengyou@ab.mie-u.ac.jp
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兼業に係る手続きのホームページ ： https://www.mie-u.ac.jp/regional/recruitement/

依頼文書様式例

3月に連絡します

マッチング成立後の手続き ３月に連絡します。

謝金を伴う場合

※前年度から「兼業依頼書・兼業許可申請書」の書式が変更しています。
書類作成時、ご注意ください



謝金を伴う場合の手続き担当窓口

企画総務部人事労務チーム（職員・研修・安全管理担当）
TEL 059-231-9016 FAX 059-231-9790
E-mail：kengyou@ab.mie-u.ac.jp
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兼業に係る手続きのホームページ ： https://www.mie-u.ac.jp/regional/recruitement/

謝金を伴わない場合

依頼文書様式例

3月に連絡します

マッチング成立後の手続き ３月に連絡します。



三重大学アドミッションセンターHP 出前授業のページ
（URL）https://www.ac.mie-u.ac.jp/activity/koudai/demae.html

青色の学部名のところをク
リックすると出前授業一覧を見
ることができます。

人文学部、工学部、生物資
源学部で出前授業の内容・
テーマが決まるのは年度明け
て4月～5月となります。

教育学部、医学部に関しては
随時連絡先へお尋ねください。
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依頼申込書①・②
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継続
新規

継続

R8.1.23(金)期限

令和7年度からの継続か、新規か、必ず選んでください。

R8.1.23(金)期限



高大連携マッチング（令和８年度実施）

「依頼申込書①・②」の電子ファイルは，

アドミッションセンターHP（下記URL）から取得できます。

http://www.ac.mie-u.ac.jp/activity/koudai/iraimousikomi.html
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三重大学の教員がどのような活動を行っているかを知るために

三重大学教員紹介
https://kyoin.mie-u.ac.jp/402_KYOIN_Search.aspx

三重大学全学シーズ集
https://seeds.mie-u.ac.jp/

三重大学ウェブシラバス
https://unipa.mie-u.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006

Research Map
https://researchmap.jp/researchers

科研費データベース
https://kaken.nii.ac.jp/ja/
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